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変え（あるいは破壊し）人間を変える力を持っていることを示唆しているのである。
　旧約聖書時代のユダヤ人は、今日の欧米文化と経済システムの形成に重要な役割を果たした
にも関わらず、経済思想の教科書や経済書の中で、この点に十分な紙面を割いたものは少ない。
旧約聖書は驚くほどよくできた社会経済規則を定めている。ヘブライの教えでは、個人の効用
とは別に、社会全体で効用を最大化するという概念が示されているのである。いくつかの例を
示すと：
①　安息年と大恩赦の年（レビ記25章）：土地は６年使ったら７年目は休む。土地に休息を与
えるためである。さらに49年ごと、つまり50年目には土地は元の持ち主に返還される。
50年は概ね当時の人間の寿命に一致し、親が失敗したとしてもその子供たちには負債は
継がれないことになる。
②　落穂拾いの権利（レビ記23：22）：貧しい人々に最低限の生活手段を保障する。
③　十分の一税（申命記26：12－ 15）：収穫の最初の実りは主のものである。ユダヤ教では
慈善は善意の表れでなく、むしろ責任と見なされていた。
④　セーフティネット：モーセの律法によれば、一族は大黒柱を失った寡婦や孤児の面倒を見
なければならない。旧約聖書は寡婦と孤児だけでなく、移民も社会的保護の対象とした。
イスラエルの人々は自分たちもエジプトでは奴隷だったことを忘れてはならないとされ
た。
　旧約聖書は「安息の経済学」を示唆している。７日目は休めという安息日の命令には、人間
は働くためにだけ創造されたのではないというメッセージが込められている。多くの経済思想
史の教科書はアリストテレスから始まる。アリストテレスは、「どうすれば幸福な人生を送れ
るか」、「思い通りの人生を送るとは何を意味するか」を論じた。
　新約聖書にはイエスにまつわる寓話が30ほどあるが、そのうちなんと19が経済あるいは社
会と関係があるという。失くした銀貨の寓話（ルカ15：８－10）、銀貨を銀行に預けず地中に
埋めておいた愚かな従者をしかる寓話（マタイ25：27）、不正な管理人の寓話（ルカ16：５－
12）、ぶどう園の労働者の寓話（マタイ20：８）、二人の債務者の寓話（ルカ７：41－ 43）、
愚かな金持ちの寓話（ルカ12：16－ 21）等である。現代の経済学では贈与はアノマリー（異
常）の一つであり、既存のモデルでは説明しがたい。しかし、対価が支払われない贈与はキリ
スト教の「救済」における基本原理である。現代の経済学の「囚人のジレンマ」のゲームでは、
どちらも望まない結果へと当事者を突き進ませる。しかし、各人がキリスト教の「隣人愛」の
教えに従って行動すれば、囚人のジレンマは起こり得ないのである。
　以上みたように、古代の経済学は人間の生き方を教えるもので、当然倫理は重要な核をなし
ていた。この方法論、アプローチが大きく変化したのは、著者によればデカルト以降というこ
とになる。デカルト以降、人間は感情ではなく論理的な理性によって定義されるようになり、
知覚による個別性は消滅し、すべての人にとって等しい普遍的な客観的合理性に置き換えられ
たとする。計算できないもの、数字で代用できないものは、現実でなく錯覚にすぎないと扱わ
れるようになった。かくして、数式が真理を表す理想となる。
　本書でも“経済学の父”と呼ばれるアダム・スミスを論じることは中心的テーマの一つであ
る（７章）。その場合、市場の「見えざる手」を巡る論考が重要であるが、その概念をスミス
よりも早く思いついた人物として、バーナード・マンデヴィルに一つの章（６章）を割り当て
ているのも本書の特徴となっている。現在知られている形での見えざる手を思いついたのはマ
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佐々木：『善と悪の経済学』
ンデヴィルであって、アダム・スミスだとする今日の見方は誤りである、と著者は主張する。
マンデヴィルはもともとオランダで医者をしていたが、「私悪すなわち公益」と言う副題の『蜂
の寓話』（1714；1723）で一躍有名になる。悪徳の栄える蜂社会は繁栄していた。蜂たちは嘘
のない正義の社会の方が良いと主張し、蜂の王ジュピターは蜂を正直な高潔な生き物に変えて
やる。しかし、誰も居酒屋で酒を飲まない、窓枠もドア飾りもいらないので鍛冶屋は少数で良
いので、多くの蜂が失業した。哀れ大勢の蜂は死に絶え、この社会は消滅してしまう。この寓
話を通して、マンデヴィルは個人の悪は公益に資することを示したのである。つまり「見えざ
る手」によって市場が悪徳を徳に変えるのである。
　古典的な利己主義経済学の枠組みを確立したのはアダム・スミスだと考える、一般的な経済
思想史しか知らない人は、『道徳感情論』の冒頭の文章にひどく驚くことだろう。倫理の問題
を経済学に含めるべきであり、むしろこれが経済学の重要な問題であるとしたことが、スミス
の残した貴重な遺産である。彼の経済学への最大の貢献は倫理に関することなのである。この
スミスの遺産にも関わらず、市場の「見えざる手」には、利己主義を全体の利益に転換あるい
は変化させる能力があると解釈されてきた。そして、この考え方が、現代の経済学における倫
理に対する無関心に繋がっていると著者は考えている（11章）。
　倫理を切り離した現代の経済学では、人間は何をするときでも効用の最大化を図ると考える。
効用の定義が拡大されて、睡眠も子どもとのおしゃべりと言ったものも含むようになるのであ
る。つまり、効用は効用を増やす活動を通じて得られるものという、トートロジーに行きつく。
そして、人間はどんな活動からも効用を得ようとするのだから、「人間はしたいことをする」
が導かれる。子どもを育てるのも効用を得るため。だから、母親が子育てを放棄したら、放棄
することに効用を見出したから放棄したのだと言わざるを得ない。経済学がもうこれ以上善悪
に無知でいることは出来ない。つまり、苦痛、非効率、貧困、無知、社会的不平等などは悪い
とされ、科学の力で取り除くべきなのである。本書の結論は、「善悪の問題を経済学から切り
離すことは出来ない。経済学から倫理を取り去ることは出来ない」ことである。
　本書の“凄い”のは、所謂「経済学」の文献だけではなく、むしろそれをはるかに超えて神
話、旧約聖書、新約聖書、哲学、歴史の文献をその分野の専門家と同じレベルで学び、思考し
た“桁外れの教養”に裏打ちされていることである。ただ一つだけ、本書に投げかける疑問は、
現代の経済学に対して本書と同じ視点での批判を持つアマルティア・センに多くを言及せず、
経済学が倫理を切り離していることに関して、５章の一つの脚注で触れているにすぎず、彼の
数多くの著作の内『経済学の再生』だけを参考文献に挙げていることである。センは例えば、「こ
れまでの経済理論は、そのような単一の万能の選好順序の後光を背負った合理的な愚か者
（rational	 fool）に占領され続けてきたのである」（『合理的な愚か者』）と効用最大化アプロー
チを批判している。そして、センはコミットメント（commitment）の概念を導入し、「コミッ
トメントは、選択された選択肢はそれを選んだ人にとって他の選択肢よりも望ましいはずだと
いう根本的な想定を破壊する」（『合理的な愚か者』）と論じているのである。
　ともあれ、本書は現代の経済学者に“誠実に勉強する”ことを要請していると言える。
